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御前崎市新野に見られる掛川層群堀之内層について

白　井　久　雄
1 ．はじめに
　小学校学習指導要領の「理科第 6 学年Ｂ生命・
地球（4）土地のつくりと変化」では，野外での
地層の直接観察を重視している（文部科学省，
2018）．掛川・菊川地域は，野外での地層観察に
は最も適した地域である．既に筆者は児童が見
学できる適切な露頭（白井，1997，1999，2000，
2001，2002，2003b，2004b，2005b，2006b，
2007c，2008b，2009b，2011，2012b，2013，
2014b，2015，2017）や，露頭観察に基づいた授
業 実 践（ 白 井，1998a，b，2003a，2004a，2005a，
2006a，2007a，b, 2008a，2009a，2010，2012a，
2014a，2016）を報告している．今回は御前崎市
新
にい

野
の

で観察できる地層の特徴を記載するととも
に，地層観察の視点を述べ，地層観察指導時の一
資料を提供する．

2 ．露頭の記載
　（1）露頭位置：本露頭は図 1 に示すように，御
前崎市新野，山

やま

田
だ

ケ
が

谷
や

池の北側に位置し，露頭の
高さは約 15m である（図 2）．走向は N10～20°E，
西に 10ﾟ前後傾斜する．
　（2）地層の特徴：本露頭の模式柱状図を図 3 に
示す．本露頭では砂層（極細粒砂）と泥層（シルト）
の泥勝ち砂泥互層（図 4）中に火山灰層が観察で
きる．この砂泥互層は，掛川層群堀之内層，火山
灰層は C27 火山灰層（水野ほか，1987；里口ほか，
1996）に相当する．C27 火山灰層の層位的位置は，
白
しら

岩
いわ

火山灰層の上位，五
い

百
お

済
ずみ

火山灰層の下位に当
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図 1．露頭位置図（国土地理院発行 2 万 5
千分の 1 地形図「下平川」「千浜」）．
★＝露頭位置．

図 2．露頭全景．露頭の高さは約 15m．
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たる．
　砂層は層厚 4～8cm を有するものが多く，下
底面は浸食を示し，カレントリップル（徳橋，
1998）が発達していることが多い．また，コンボ
ルート葉理，平行葉理，波状葉理が観察できるこ
ともある．
　カレントリップルは波長 5～10cm，高さ 2～
3cm である（図 5）．カレントリップルのフォア
セット葉理面からは古流向を得ることができ，そ
のほとんどが北西～西向きを示す．
　ところが，層厚 0.5cm 程度の薄い泥層（この
泥層を「マッドドレイプ」と呼ぶ）を挟んで，下
部と上部にほぼ正反対の古流向を示すカレント
リップルが発達する砂層がある（図 6）．これらは，

図 4．泥勝ち砂泥互層．スケールは 1m．

図 3．模式柱状図．1，火山灰；2，火山灰質シルト；
3，明瞭；4，浸食；5，漸移：6，カレントリッ
プル：7，コンボルート葉理；8，平行葉理；9，
波状葉理；10，生物擾乱；11，マッドドレイプ；
12，塊状． 図 5．カレントリップル．スケールは 20cm．

図 6．マッドドレイプを挟んで，下部と上部にほぼ正
反対の古流向を示すカレントリップルが発達す
る砂層．スケール 0～8cm の部分が砂層で，ス
ケール 6cm の部分から右斜め上にマッドドレ
イプが観察できる．スケールは 13cm．
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図 3 に md と示した泥層を含む 5 枚の砂層で，層
厚は下位より 6cm，10cm，10cm，10cm，36cm
である．マッドドレイプより下部の古流向は南東
～南向き，上部の古流向は北西向きを示す．なお，
層厚 36cm の砂層の最上部 20cm にはコンボルー
ト葉理が発達している．
　泥層は，層厚 10～40cm を有するものが多く，
生物擾乱（図 7）が観察できる．マッドドレイプ
は塊状である．
　C27 火山灰層（図 8）は，下位より層厚 2cm
のシルト径火山灰層（塊状），層厚 2cm の極細
粒砂径火山灰層（カレントリップルが観察でき
る），層厚 26cm のシルト径火山灰層（塊状），層
厚 4cm の極細粒砂径火山灰層（平行葉理が観察
できる），層厚 15cm の火山灰質シルト層（塊状）
よりなる．
　ところで，酒井（2000）は本地域及び周辺地域
の堀之内層の上

かみ

組
ぐみ

火山灰層と白岩火山灰層の間の
層準の堆積時には，北西から南東に向けて，陸棚
斜面とそれに続く斜面麓の比較的平坦な地形，さ
らに，その沖合に外縁隆起帯に沿って小さなト
ラフ（幅およそ 7km）が存在したと指摘し，酒
井（2000）の調査地域はトラフの部分に当たると述べている．そして，上組火山灰層と白岩火山灰層
の間の層準から，陸側斜面で発生し，東に流れる乱泥流が堆積盆の沖側の高まりで反射し，西側に流
れを変えた，「反射を起こした乱泥流から堆積したと解釈されるタービダイト」（reflected turbidite）
を認定している（酒井，2000）．前述したマッドドレイプを挟んで下部と上部にほぼ正反対の古流向
を示す砂層は，酒井（2000）が reflected turbidite と推定した砂層の特徴と類似している．本露頭
の層位的位置は白岩火山灰層と五百済火山灰層の間で，C27 火山灰層（水野ほか，1987；里口ほか，
1996）が観察されることから，酒井（2000）の述べた層準より上位の堀之内層を観察していることに
なる．酒井（2000）に基づくと，本露頭で観察できる堀之内層の堆積環境は，トラフの東側の外縁隆
起帯の陸側斜面と考えられる．マッドドレイプを挟んで下部と上部にほぼ正反対の古流向を示すカレ
ントリップルが発達する砂層の，下部の古流向（南東～南向き）は陸側からの流れ，上部の古流向（北
西向き）は陸に向かう流れを示していると推定される．
　（3）地層観察の視点：砂泥互層が観察でき，縞模様がわかりやすい．砂，泥（シルト）の採取が
可能である．堀之内層と C27 火山灰層とを比較観察することができる．したがって，本露頭は「水
の働きでできた地層」ということが児童に理解しやすいと考えられる．

図 7．泥層で観察できる生物擾乱．スケールは 20cm．

図 8．C27 火山灰層．スケールは 20cm．
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3 ．まとめ
　（1）：本露頭では堀之内層と C27 火山灰層が観察できる．
　（2）：本露頭は「水の働きでできた地層」ということが児童に理解しやすく，「土地のつくりと変化」

（文部科学省，2018）の学習での観察に適した露頭である．
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